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リユースの促進について 

 

 

【現状と課題】 

・平成 7年に「リサイクルプラザ」を鬼越のＪＲ高架下に設置し、家庭で使わなくなった家

具やベビー用品の引き取り・再生・販売事業等を通じリユースを促進してきたが、平成 24

年度に南八幡の分庁舎内に移転後平成26年度を持って事業を終了し、平成27年度以降は、

清掃公社が二俣新町においてリサイクルプラザを運営している。 

・現在、リユースの普及、啓発のための情報発信や、優良なリユースショップの紹介などを

行っているが、ごみの減量化のためにリユースをより一層促進していく必要がある。 

 

【施策の方向性】 

① リユース文化の普及・啓発 

・市民の意識向上に向けた啓発活動を進めるとともに、リユース行動につながる情報発信や、

公共施設において「不用品の展示・交換等ができる場所」の提供を検討する。 

 

・市とリユース業者で連携し、市内で出た大型ごみのうち再生可能な家具等を、リユース品

として業者に売買し、民間のノウハウで流通させることにより、ごみ処理量の削減を図って

いく。 

 

② リユースショップ（・フリーマーケットアプリ）等の活用促進 

民間のリユースショップの利用を促すため、積極的な情報提供を行っていくとともに、近

年普及してきているフリーマーケットアプリ等のインターネット市場の利用促進を、併せて

図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料５ 
 
 
 



２ 

■リユースショップ活用リーフレット 
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